歴史は、面白い。 : 授業実習で伝えたかったこと (教育実習の記録 : 教育実習事後レポートから) by 山田 健
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師の腕が試されるところである。
５．おわりに
　初日から教師という仕事が想像以上に激務で
あると感じた私は内心、果たして三週間、自分
の体力と精神力が持つのだろうかと不安視しな
がらも「自分のやり方次第でこの三週間はいく
らでも良い方向に変わるかもしれないし、怠れ
ば無駄な三週間になってしまうはずだ」という
決意のもと、生徒の特徴や部活動などを思い浮
かべながら、クラス名簿表を覚えた。休み時間
や放課後の部活見学で、練習に勤しむ生徒に対
して名前を呼ぶなど積極的に話しかけること
で、次第に授業内での生徒の目の色も変わって
きた。ここで分かったことは、生徒は教師自身
が思う以上に教師のことをよく見ており、最初
こそ慎重に関わることで「どういう先生なのだ
ろうか」ということを知ろうとしているという
ことである。また、クラスごとの特色など全体
像を掴み、それから生徒個人に直接関わってい
くというような「全体から個」を意識した指導
方法は英語の授業を行う上でも留意したことだ
が、授業以外の指導方法としても重要なことだ
と考える。たとえば、翌日の行事の持ち物を確
認するときに全体で確認した後、今度は個人を
当てることでより認識も高まる。そして、生徒
の登校時間前の朝掃除や朝と帰りのホームルー
ム、班ごとの（その日最も輝いていた人を一人選
ぶ）MVP 記録表への毎日のコメント、体育祭や
遠足の引率など、実習生という立場でありながら
も生徒一人ひとりの一教員として、多くの役割
に携われたことで、学校には色んなニーズを持っ
た生徒がいるということ、進みゆく今後の英語
教育の方向性を認識し、生徒を引きつけるため
の工夫を常に持ち続けることが生の授業をする
教師にとって欠かせないことであると感じた。
歴史は、面白い。
～授業実習で伝えたかったこと～
法学部　法学科 4 年　12EA413M　山田　健
１．はじめに
　「鎌倉幕府を開いたのって、誰だっけ？」
　大学 1 年次、同級生にそう問われたことがあ
る。答えは、もちろん「源頼朝」である。小・中・
高どの段階の社会科の授業でも登場するビッグ
ネームであるが、彼は「頼朝」の存在を記憶に
とどめていなかった。
　歴史、なかでも日本の中世史の面白さに惹か
れ、史跡や博物館に出かけたり、史料（もちろ
ん翻刻されたもの）や論文を読んだりして休日
を過ごしていた私にとっては、このように問わ
れることは大きな「サプライズ」であったが、
その後に彼が言った一言に、私はさらに驚かさ
れた。
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　「受験した時、日本史の偏差値 70 あったんだ
けど、受験おわったら全部わすれちゃったんだ
よね～」
　「頼朝」を知らない彼が、日本史を勉強して
いて、しっかりと試験は出来ていたということ。
そして、日本史が大学に入るために覚えたよう
なもので、大学に入ったらコロっと忘れられて
しまうものであったこと。私は、この 2 つの意
味で大変驚いた。
　歴史の授業や、その試験のための勉強は、年
号・人名・事件のような「単語」の羅列を「暗記」
する形になりがちであるが、その「勉強」の成
果がほとんど残らず、その面白さがまったく伝
わっていないというのは、とても残念であった。
　とはいえ、歴史の面白さが伝わっていないこ
とに驚きや残念な思いを感じたことは、この時
ばかりではない。小・中・高・大、どの段階で
も「歴史って面白い？」と問われてきたし、「わ
たし歴史得意
4 4
だったよ！」といかにも歴史を「暗
記」であると言わんばかりの言葉を浴びせられ
てきた。
　
　今回、教育実習を行うに際して目標としたの
は、歴史の面白さを感じることができる、①わ
かりやすく歴史の流れを伝えること ②人物や
事象を「記号」としてではなく、活き活きとし
た状態で表現すること ③歴史を遠い過去では
なく、もっと身近に感じてもらうことの三点が
そろった授業をつくることである。
　本レポートでは、私が行った教育実習の内容
について概観した上で、私が作成した授業の内
容を簡潔に記し、その授業についての反省点を、
指導教諭からのご指導や、最終授業時に生徒に
記入してもらった（自由記述）コメントペーパー
をもとに分析する。そして、最後にそれをふま
えて歴史の授業に求められることを考察するこ
ととしたい。
２．教育実習の概要
　私は、5 月 7 日（木）～ 5 月 22 日（金）と 3
週間にわたって、都内の中高一貫校で教育実習
をさせていただいた。
　そのうち、第 1 週・第 2 週は、中学 3 年のク
ラスのＨＲと中学 3 年の社会科（歴史的分野）
の授業を担当し、第 3 週は高校 1 年のキャリア
学習プログラムの指導補佐にあたった。本レ
ポートでは、主に前者に焦点を当てて論述する。
　授業については、鎌倉時代の前半を範囲とし
て、4 回分× 4 クラスの計 16 コマを任せられて、
4 つの授業をデザインしたが、想定よりも授業
の進みが遅くなった部分があったため、最終的
には 5 回× 4 クラスの計 20 コマをいただいて
授業をすることになった。
　なお、実習校は大学の付属校で、生徒の大半
はその大学へと進学するため、大学受験にとら
われない授業をすることが可能な環境にある。
３．授業実習の内容
（１）鎌倉幕府の成立
　第 1 回目の授業では、「なぜ、頼朝は鎌倉に
幕府を開いたのか」と題して、鎌倉幕府がどの
ようにして成立し、その政権がどのような性格
をもつものだったのかを講義した。
　まず、導入の部分で、平家政権に反発して各
地で武士が立ちあがったことを確認し、「壇ノ
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浦の戦いではどんな人が戦っていた？」「その
間、頼朝はどこにいたんだろう？」という問い
かけから、「どうやら頼朝は鎌倉で何かをして
いたらしい」ということを想起させた。
　次に、展開の部分では、①頼朝は鎌倉で何を
していたのか②頼朝はなぜ鎌倉を拠点にしたの
か、という二点について、それぞれ資料集を利
用して、鎌倉幕府の組織とその役割・鎌倉の立
地を確認することで考えさせた。
　最後に、まとめの部分では、展開部分で説明
したことがらの結果、朝廷や平氏政権とは異な
る、「武家政権」としての鎌倉幕府が確立した
ことを明らかにし、理解させた。
（２）武士のすがたと封建制度
　第 2 回目の授業では、「頼朝は武士たちとど
のような関係をつくったのか」と題して、前回
の授業で登場した、頼朝に仕えた鎌倉幕府の武
士たちとはどのような存在であったのかを確認
し、頼朝が彼らとどのような関係を築いたのか
を講義した。
　前半の部分では、武士の男衾三郎と、その兄
で貴族の家に嫁いだ吉見二郎の二人の生活を対
比させて描いた「男衾三郎絵巻」のプリント（154
～ 155 頁、資料 1）を作成し、それを利用して、
①武芸の鍛錬をする様子②質素な生活の様子③
暴力的な行動の様子という 3 つの武士の姿をみ
ることで、武士が「質実剛健」と形容される一
方で、暴力的な面を見せる存在であったことを
確認した。
　後半の部分では、上記のような特徴をもつ武
士に対して、頼朝が「御恩」―「奉公」という、
頼朝にも彼に従う武士たちにとってもメリット
のある関係を結んだことで上手くコントロール
したこと、そしてそのように武士をコントロー
ルしたことで安定した土地の支配を行っていた
ことを、教師の話を参考に理解させた。
（３）承久の乱
　第 3 回目の授業では、「頼朝死後、幕府政治
はどう変わったか」と題して、第 1・2 回目の
授業でみてきた源頼朝というリーダーを失った
後、鎌倉幕府の政治がどのように変わっていく
のかを講義した。
　まず、導入の部分では、頼朝が 1199 年に亡
くなることを説明し、頼朝が亡くなった後、ど
のように変化していくかを予想させた。
　次に、展開の部分では、「カリスマ社長が死
んだ後、その子どもが社長になって粋がってた
ら、重役たちはどう思いそう？」と生徒に問い
かけ、その問いへの応答から 2 代将軍・頼家が
幕府をまとめきれずに御家人の合議制によって
幕府運営がなされることを説明し、最終的には
北条氏が実権を握ることを確認した。
　また、3 代将軍・実朝が死んだことで、源氏
を中心にしていた幕府の結束が揺らぎ、その機
に乗じて後鳥羽上皇が挙兵したことを、後鳥羽
上皇の北条義時追討命令と、それに対する御家
人の反応を記したプリント（156 頁、資料 2）
から説明し、承久の乱が幕府軍の勝利に終わっ
たことを確認した。
　最後に、まとめの部分では、承久の乱によっ
て、東国を中心にした鎌倉幕府が、西国へもよ
り強く影響を及ぼすことができるようになった
ことを明らかにした。
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（４）鎌倉新仏教
　第 4 回目の授業では、「中世の人々が、すがっ
たもの」と題して、鎌倉新仏教の登場について
講義した。
　まず、導入の部分では、ここまでの授業で扱っ
てきたように、鎌倉幕府の政権が確立する過程
において、多くの戦いが発生していたことを確
認した。
　次に、展開の部分では、そうした不安定な時
代に人々がどのような思いで生活するのかを想
像させ、平安時代に顕密仏教が貴族を中心に広
がったことを認識させ、その教えがどのような
ものであったかを概観した。
　加えて、「貴族ではない身分の人々は仏教を
必要としていなかったの？」と発問を行い、武
士や民衆もまた不安定な時代の中で生活してい
たことを確認した上で、彼らに広がっていく仏
教として、鎌倉新仏教が登場することを説明し
た。
　最後に、まとめの部分では、鎌倉新仏教が登
場したことで、どのような変化が起きたのかを
考えさせた。
４．授業実習の反省点
　冒頭で述べたように、私は①わかりやすく歴
史の流れを伝えること②人物や事象を「記号」
としてではなく、活き活きとした状態で表現す
ること③歴史を遠い過去ではなく、もっと身近
に感じてもらうことの三点が揃った授業をする
目標を立てた。
　この三つの目標について、一定程度達成する
ことができたと考えているが、その一方で、反
省すべき点・課題となった点もあった。
　まず、①については、問いかけをする際・説
明をする際に、生徒にとってわかりやすい言葉
を使うことを心がけ、時には「若者言葉」や現
代の人間関係などに置き換えた例え話も交えつ
つ授業をしてきた。その結果、授業最終回に行っ
たコメントペーパーでは「わかりやすかった」
「頭に入りやすかった」との意見が多く見られ
た。
　ただし、その一方で、質問の応答や例え話な
どで、本論とは関係ない話があり混乱したとの
意見があったほか、指導教諭からもそうした「脱
線」で、話の流れがわかりにくくなっていると
のご指摘をいただいた。授業を重ねるにつれ、
不用意な「脱線」を避けテンポよく授業を展開
できるようになったが、この点については今後
も注意したい。
　次に、②については、出来る限り当時の史資
料を参照することで、生徒それぞれに当時の状
況に置かれたことを想像させることで、あるい
は説明する際に抑揚をしっかりとつけて説明す
ることで、いきいきとした授業展開を心がけた。
その結果、積極的に授業に参加する様子が見ら
れるようになり、生徒を授業に惹きつけること
ができた手ごたえを感じている。
　コメントペーパーでも、「授業に積極的に取
り組めた」「飽きずに眠気もなかった」という
意見が多くあったほか、「こんなにも歴史に興
味深く勉強できたのは初めて」という嬉しい声
も複数あった。
　ただし、その一方で、第 2 回の授業で「男衾
三郎絵巻」を見ることに時間をかけすぎてし
まったことや、その他の授業でも生徒への質問
で時間をかけすぎたことがあったため、指導教
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諭からはその点でご指導いただいたほか、コメ
ントペーパーでも良くなかった点として指摘す
る意見があった。①と共通する反省でもあるが、
間延びをしないように活発に参加できる雰囲気
を作り上げたい。
　最後に、③については、歴史を「遠い過去」
にしないために、授業内容やその伝え方を工夫
したのみならず、歴史の教師を「近い」存在に
感じられるよう、授業内外で生徒と積極的にコ
ミュニケーションを行うことを心がけた。
　具体的には、「年度のはじめには、休み時間
にも教室にいる」という指導教授自身の経験と
アドバイスを参考に、自分の授業が入っていな
い時間を、担当する学年の他科目の授業見学に
充てたほか、始業前の時間や昼休みのような授
業外の時間にも担当する学年の教室へ行き生徒
と会話をした。加えて、授業を行うに際しても、
出来るだけ早くその教室へ足を運んで生徒と会
話を交わした。
　そうした姿勢が生徒に肯定的に受け止められ
たようで、日を重ねるごとに、生徒が私に対し
て積極的に関わってくるようになったほか、授
業の展開やクラスの運営もより上手く出来るよ
うになっていった。特に、あまり真面目ではな
いと認識されがちな生徒に変化が見られたこと
は印象的であった。
　その点はコメントペーパーにも表れており、
「生徒と多く会話していたのがよかった」「目線
が生徒に近い気がする」「生徒一人一人のこと
をよくわかっていた」といった評価する意見が
少なからず寄せられた。
また、「歴史はあくまでも過去のことだから～」
というように、歴史を学ぶことを批判するよう
な意見は全くなかった。
　この点をふまえて、今後授業を行う場合には、
生徒の中に入っていって、生徒とのよい関係を
築いていくことを継続して意識することとした
い。
５．おわりに
　本レポートでは、１. で教育実習を行うにあ
たっての目標を記した上で、２. で教育実習の
概要を、３. で授業実習の概要を確認し、４. で
指導教諭のご指導や生徒の意見も参考にしつ
つ、その反省点を記述した。
　本章では、そのまとめとして、教育実習での
経験を参考に、歴史の授業に求められることを
考察することとしたい。
　今回、授業実習をする中で強く感じたのは、
生徒の社会科に対する期待値があまり高くない
ことである。社会科が「面白い」と思っている
生徒はそう多くはなく、多くの生徒は教えられ
る知識に対して、真面目に、されど淡々と向き
合っている。あるいは、真面目に取り組む意味
すら理解できずに、歴史の世界を避けてしまう。
　冒頭で、大学受験では日本史を「得意」とし
ていたにもかかわらず、「源頼朝」がわからな
かった大学生の話をしたが、彼もまたこのよう
な生徒の一人だったのであろう。
　しかし、ここまで述べてきたように、伝える
内容や伝える方法に工夫を施すことで、生徒は
歴史の授業に関心をもつようになり、能動的な
姿勢で授業を受けるようになる。少なくとも、
はじめから寝ようとするのではなく、「聞いて
みよう」という思いをもって耳を傾ける様子を
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見せる。
　
　つまり、もし歴史の授業が「つまらない」も
のだとすれば、それは歴史の授業で教えられる
歴史の営みそのものが「つまらない」から「つ
まらない」のではなく、その面白さを伝える方
法が「つまらない」ために「つまらない」もの
になるのである。
　では、歴史の面白さを伝えるためには、どの
ように伝えることが必要なのか。――私見では、
大きく以下の三つのことがらが求められる。
　まず、一つ目は、生徒にとってわかりやすい
説明を心がけることである。
　いくら教師が面白いと思う内容であっても、
生徒にとってその説明が理解できるものでなけ
れば、その面白さは全くもって伝わらない。そ
の点を考慮すると、生徒にとって平易な言葉で、
話し方にも留意しつつ説明をする意識が求めら
れる。
　次に、二つ目は、教師自身がしっかりと授業
で扱うものを理解することである。
　生徒にとってわかりやすい説明をするために
は、まず伝える教師自身が、説明することがら
をしっかり理解し、欲を言えばその面白さを把
握している必要がある。教職の世界では、「教
材研究」という言葉を耳にする機会が大変多い
が、その意義は非常に大きい。
　幸いなことに、私は今回、自分が興味を持っ
ている日本史で授業実習をする機会を得て、「面
白い」授業を追求することができたが、興味の
ない範囲で「教材研究」をしないままに授業実
習を行っていた場合、「面白い」授業をする意
識を持つ余裕がなく、日々の授業をとりあえず
作ることしか考えられなかったかもしれない。
　最後に、三つ目は、生徒と積極的に関わるこ
とである。
　いくら教材研究をして、そのことがらに精通
していたとしても、肝心のその授業を受ける生
徒のことがわかっていなければ、伝えたい内容
を効果的に伝えることはできない。
　また、私たち自身も、信頼する人の話に耳を
傾けるように、生徒も自分自身が認める人の授
業にはしっかりと耳を傾けてくれる。生徒との
信頼関係を築くことができれば、より質の高い
授業をすることができる。
　以上、教育実習での経験をもとに、歴史の授
業を行う際に求められることを考察したが、私
が授業を行った期間は 1 週間と数日というごく
短い期間である。この経験を糧に、今後も継続
して自分なりの理想の授業像を模索していくこ
ととしたい。
　末筆になりましたが、今回の教育実習でご指
導いただいた実習校の先生方、授業を受けてく
ださった生徒のみなさま、4 年間の教職課程で
親身にご指導して下さった教職課程の先生方、
諸々の手続きを行って下さった講座事務室のス
タッフのみなさま、そして日頃より私のことを
応援してくれる家族・友人のほか、お世話になっ
た方々に深く感謝申し上げます。
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2015 年度 3 年生社会
前期プリント no. 実 1
「男衾三郎絵巻」にみる武士
☆「男衾三郎絵巻」とは
　男衾三郎という武士と、三郎の兄で貴族の家に嫁いだ吉見二郎を、対比させて描いた鎌倉時代の
絵画。東京国立博物館に所蔵されている、重要文化財。
☆図 .1 主人公の男衾三郎と、その奥さん。
☆図 .2 屋敷の外では男衾の家臣たちがこんなことをしています。
☆図 .3 吉見二郎と、その奥さん。
＊ 男 衾 三 郎 は 何 を し て い
る？
＊武士は何をしている？
＊図 1 の男衾夫妻と比べて
どうでしょう？
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☆この部分についての詞書
馬場の柵に、生首を絶やすな。切って、切って、切りまくって、懸けておけ。
この門外を通行する修行者らは、一人たりとも残さず、後ろから蟇目鏑の矢を射かけ　
て、追物射にすべし。
☆図 .4 男衾三郎が家臣たちに何かをやらせているようです。
＊いったいこれはどういう
場面でしょうか？
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前期プリント no.4
承久の乱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中学 3 年　　　組　　　　　　　　　　　
☆後鳥羽上皇の北条義時追討命令
　（北条義時は）近年は関東の成敗と称し、天下の政務を乱している。将軍の名を借りてはいるが、
まだ幼少で義時が将軍の命令と称しほしいままに諸国を裁断している。加えて、自分の力を誇示し、
朝廷の威をおろそかにしている。まさしく謀反というべきだ。早く諸国に命じ、守護・地頭が院庁
に参じるべきである。国司や荘園領主はこの令達に従うように。
※関幸彦『承久の乱と後鳥羽院』（吉川弘文館、2012 年）より。
☆命令を受け止める御家人と幕府の様子
　…去る十五日に遣わした京都の飛脚が到着して申した。「…右京兆（北条義時）追討の宣旨が五
畿七道に下されました。」関東分の宣旨の御使者も今日、同様に（鎌倉に）到着したという。
　また、私的な書状が三浦義村のもとへ到着した。これには「『勅命に応じて右京兆（義時）を誅
殺せよ。勲功の恩賞は申請通りにする。』と命じられました。」と記されていた。義村は返事をせず
にその使者を追い返すと、その書状を持って義時のもとに赴いて言った。「義村は…味方として並
びない忠節を尽くします」。
　その後、陰陽師…らを招き…卜筮（ぼくぜい）を行った。関東は泰平であると一同が占った。
※五味文彦・本郷和人『現代語訳吾妻鏡 8 承久の乱』（吉川弘文館、2010 年）より。
☆北条政子の演説
　政子は御家人らを御簾の側に招き、秋田城介（安達）景盛を介してよくよく指示して言った。「皆、
心を一つにして承るように。これが最後の言葉である。故右大将（源頼朝）が朝敵を征伐し、関
東を草創して以後、官位といい、俸録といい、その恩は既に山よりも高く、海よりも深い。（その）
恩に報いる思いが浅いはずはなかろう。…名を惜しむ者は、速やかに（藤原）秀康・（三浦）胤義
らを討ち取り、三代にわたる将軍の遺跡を守るように。ただし院（後鳥羽）に参りたければ、今す
ぐに申し出よ」。
※五味文彦・本郷和人『現代語訳吾妻鏡 8 承久の乱』（吉川弘文館、2010 年）より。
資料2
